
貧しいからと
死なせないで

　
　
［
途
上
国
の
人
々
を
、
貧
し
い
と
い
う
だ
け
で
死
な
せ
て
は
な
ら
な
い
］
。
南
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ー
バ
ン
で
十
四
日
ま
で
聞
か

れ
て
い
る
国
際
エ
イ
ズ
会
議
は
、
そ
う
訴
え
て
い
る
。
会
議
は
二
年
ご
と
に
開
か
れ
、
十
三
回
目
で
初
め
て
途
上
国
で
の
開
催

と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
高
価
な
医
療
に
手
が
届
か
な
い
貧
し
い
途
上
図
の
思
い
を
、
ひ
と
き
わ
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ダ
ー
バ
ン
〈
南
ア
フ
リ
カ
〉
＝
江
木
慎
吾
）

治
療
の
南
北
格
差
、
拡
大

　
エ
イ
ズ
は
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス

　
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
だ
け
が
原
因
で
は

な
い
の
で
は
な
い
か
。
｀

　
開
催
国
・
南
ア
の
ム
ベ
キ
大

統
領
は
四
月
、
政
府
の
諮
問
委

員
会
の
報
告
を
受
け
、
ク
リ
ン

ト
ン
米
大
統
領
ら
に
そ
う
書
簡

を
送
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
発

回
に
エ
イ
ズ
の
撲
滅
を
回
指
す

会
議
は
揺
れ
た
。

　
　
［
Ｈ
Ｉ
Ｖ
が
原
因
で
あ
る
こ

と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
］
。

世
界
の
科
学
者
約
五
千
人
が
、

ム
ベ
キ
大
統
領
の
疑
義
に
反
発

す
る
声
明
を
発
表
し
た
。
エ
イ

ズ
治
療
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
照
準
を

絞
っ
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
大
統
領
の
疑
義
は
松
原
、
研

究
体
制
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か

ね
な
い
も
の
だ
っ
た
か
ら
だ
。

　
世
界
で
最
も
多
く
の
感
染
者

を
抱
え
る
南
ア
で
、
エ
イ
ズ
の

成
り
立
ち
に
疑
問
を
投
げ
か
け

ら
れ
れ
ば
、
母
子
感
染
の
防
止

体
制
の
整
備
な
ど
政
治
が
緊
急

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
遅
れ

が
出
る
。
そ
ん
な
懸
念
が
非
政

府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
な
ど
に
は

強
か
っ
た
。

　
ム
ベ
キ
大
統
領
は
九
日
の
回

会
式
で
開
会
を
亘
一
じ
た
。

　
「
Ｈ
Ｔ
Ｊ
Ｖ
起
源
」
へ
の
疑
義
に

つ
い
て
、
説
明
が
あ
る
の
で
は

と
い
う
期
待
が
高
ま
っ
た
。
し

か
し
、
大
統
領
は
す
べ
て
の
問

題
の
根
源
に
「
貧
困
」
が
あ
る

と
話
す
に
と
ど
ま
り
、
科
学
的

な
説
明
は
な
か
っ
た
。

　
エ
イ
ズ
研
究
で
有
名
な
デ
ビ

ッ
ド
・
ホ
ー
博
士
は
十
一
日
、

エ
イ
ズ
治
療
の
最
先
端
を
説
明

す
る
講
演
の
中
に
、
わ
ざ
わ
ざ

Ｈ
工
Ｖ
の
顕
微
鏡
ス
ラ
イ
ド
を

示
し
『
こ
れ
が
エ
イ
ズ
の
原
因

で
す
』
と
断
じ
た
。
瞬
間
、
大

き
な
拍
手
が
わ
い
た
。

　
治
療
の
「
南
北
格
差
」
は
四

年
前
の
会
議
か
ら
指
摘
さ
れ
な

が
ら
、
む
し
ろ
拡
大
し
た
。

　
　
「
私
が
こ
こ
に
立
っ
て
い
ら

れ
る
の
は
、
た
ま
た
ま
月
に
四

百
／
の
薬
を
買
え
る
か
ら
。
健

康
と
活
力
を
購
入
で
き
る
カ
ネ

が
あ
る
か
ら
だ
」
。
南
ア
フ
リ

カ
の
高
裁
判
事
で
エ
イ
ズ
患
者

の
キ
ャ
メ
ロ
ン
氏
は
、
十
日
の

講
演
で
こ
う
述
べ
た
。
最
新
の

治
療
法
を
貧
し
い
者
に
も
届
く

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
国
際
的
な
特
許
と
貿
易
管

＝　巧－24歳のＨＩＶ感染者、

：　エイズ患者の比率が商い

:　10力国　　　（単位％）
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狸
体
制
が
そ
れ
を
許
さ
な
い
、

と
糾
弾
し
た
。

　
国
連
エ
イ
ズ
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
と
国
際
的
な
製
薬
五

社
は
会
議
に
先
立
ち
、
エ
イ
ズ

治
療
薬
の
主
役
で
あ
る
逆
転
写

酵
素
阻
害
剤
の
価
格
を
約
八
五

％
下
げ
る
取
り
組
み
に
合
意
し

た
。
し
か
し
、
民
間
団
体
［
国

境
な
き
医
師
団
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）
」

は
「
こ
れ
で
も
一
人
あ
た
り
年

間
二
千
／
を
超
え
る
負
担
に
な

腸詰心胆o」

る
］
と
指
摘
す
る
。
商
標
を
つ

け
ず
に
生
産
し
並
行
輸
入
を
利

用
す
れ
ば
、
約
二
百
／
に
下
げ

ら
れ
る
と
い
う
の
が
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の

指
摘
だ
。

　
Ｕ
Ｎ
Ａ
工
Ｄ
Ｓ
の
ピ
オ
ッ
ト

代
表
は
記
者
会
見
で
、
ア
フ
リ

カ
な
ど
の
国
々
が
エ
イ
ズ
対
策

費
を
ね
ん
出
で
き
る
よ
う
に
、

債
務
を
帳
消
し
に
す
べ
き
だ

と
、
九
州
・
抑
縄
サ
ミ
ッ
ト
参

加
国
に
求
め
た
。
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教
育
・
社
会
支
援
で
感
染
着
減
少
も

　
ダ
ー
バ
ン
に
住
む
フ
マ
ロ
さ

ん
（
二
六
）
は
二
児
の
母
だ
。
三
人国際エイズ会議が開かれた南アのダーバンで12日、「債務

帳消しでエイズ問題の解決を」とアピールする少年＝ＡＰ

目
の
子
ど
も
を
亡
く
し
て
、
自

分
が
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
る

こ
と
を
知
っ
た
。

　
　
二
人
の
劣
性
と
だ
け
つ
き

あ
っ
て
き
た
。
感
染
ず
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
」
。
男
性
が
主

導
権
を
握
る
社
会
で
、
性
行
為

の
際
に
避
妊
具
を
使
う
よ
う
、

　
□
国
際
エ
イ
ズ
会
議
今
回

は
約
二
万
千
人
の
科
学
者
、
政

治
家
、
非
政
府
機
関
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
関
係
者
、
装
薬
会
社
関
係

者
ら
が
参
加
。
先
端
医
療
の
紹

介
の
ほ
か
、
付
子
感
染
を
ど
う

防
ぐ
か
、
予
防
の
重
要
性
な
ど

に
つ
い
て
協
議
す
る
。
六
日
間

99年の新たな感染=者

感染・患者総数

99年の工.イズ死者

累計エイズ死者　　1880万人

混且燃に勺132oﾌi人

(国連エイズ計画の1999年末のまとめから)

　540万人（470万人、230万人）

3430万人（3300万人､1570万人）

2圓万人（230万人、120万人）

1880万人（15圓万人、770万人）

■ＨＩＶ･エイズまん延の推測(大人は15歳以上)■

　　　　　　　　　　　　大人　　女性

女
性
か
ら
要
求
す
る
の
は
難
し

い
と
も
話
し
た
。

　
治
療
は
受
け
て
い
な
い
。

　
「
お
カ
ネ
が
な
い
。
両
親
も
感

染
を
知
っ
て
い
る
け
ど
、
治
療

を
受
け
ろ
と
は
西
わ
な
い
」

　
市
内
の
キ
リ
ス
ト
教
の
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
に
通
い
、
ビ
ー
ズ
細

工
で
家
計
を
励
け
る
。
セ
ン
タ

ー
に
は
、
同
様
に
信
仰
を
希
望

の
よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
若
者
が

集
ま
る
。
エ
イ
ズ
会
議
で
話
し

合
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
彼
ら

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
。

　
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｔ
よ
Ｄ
Ｓ
に
よ
る
と
、

南
ア
に
は
四
百
二
十
万
人
の
感

染
者
が
い
る
。
毎
日
子
七
白
人

が
新
た
に
感
染
し
、
五
千
人
の

新
生
児
が
毎
月
、
ウ
イ
ル
ス
を

宿
し
て
い
る
。

　
今
月
の
会
議
で
取
り
組
み
の

成
功
例
と
し
で
引
き
合
い
に
出

さ
れ
た
の
が
、
東
ア
フ
リ
カ
の

ウ
ガ
ン
ダ
だ
。
ア
フ
リ
カ
各
国

の
感
染
折
敷
が
増
え
る
中
で
、

減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
十

三
歳
か
ら
十
九
歳
の
女
性
の
感

染
率
で
は
、
一
九
九
〇
年
の
四

・
五
％
か
ら
九
六
年
に
は
了

五
％
に
な
っ
て
い
る
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
十
年
以
恚
朋

か
ら
国
、
地
方
、
宗
教
団
体
な

ど
で
エ
イ
ズ
対
策
を
続
け
て
い

る
。
①
感
染
の
全
体
像
を
把
握

し
②
教
育
に
よ
っ
て
性
行
動
を

変
え
③
感
権
者
を
孤
立
さ
せ
ず

に
社
会
全
体
で
支
え
る
ー
会

議
で
は
そ
ん
な
教
訓
が
共
有
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

全
体
会
議
の

よ
八
十
の

プ
、
四
千
三
百
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。
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ヽ
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